
AMG放射線部の教育システムとして、技術研究会があります。
CT技術研究会は年3回開催されており、X線CT認定技師、埼玉CT認定など、
取得へ向けたバックアップもしており、豊富な知識習得が可能となっています。

≪ 勉 強 会 へ の 積 極 的 な 参 加 ≫

CT検査は、一般診療や救急診療など患者層も検査内容も多岐にわたって行われる検査と

なっています。そのため、先ずは患者さんへの配慮（接遇対応）の教育から始まり、装置特性

の習熟はもちろんの事、撮影技術・画像提供の工夫や読影力、また手術等で必要となるシミュ

レーション画像の作成など、様々な技術や知識を習得しなければなりません。

当院では、そんな環境に対応できる診療放射線技師を育成する教育プランを用意しています。

CT教育

● 習得期間 3カ月

基礎原理レポート
CT撮影に必要な
基礎知識の習得

撮影講義
検査毎の体位、
コンソール操作、
画像処理を学習

見学・撮影補助

実検査の見学、及び
撮影補助を行いながら

実業務の習得

撮影試験
撮影部位ごとに

チェックシートを使用し
業務習得確認を実施 撮影開始

単純CT

頭部・胸部・腹部

単純CT

整形領域

造影CT

（様々な臓器・血管構築など）

【習得の流れ】

【習得順】


